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人間行動に基づ い た建築 ・都市空 間の モ デル 化に 関する基礎的研究 （その 2 ）
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1．は じめ に

　 本稿 で は、人間 の 空間行動 の シ ミ ュ レ
ータ を構築す る

た め の 基 礎的知 見 を得 る こ とを 目的 と し、　 （そ の 1 ） で

行 っ た 流動行動の 分類に 基 づ き、各環境記号 と人間行動

の 関係 が、人 間の 行 動 目的 に よ っ て どの よ うに 変化す る

か に つ い て 考察し、各環境記 号の 人 間を ひ き つ け る 度合

い の モ デ ル 化 を 行 う。モ デ ル 化 に 基 づ い て 、空 間行 動 の

シ ミ ュ レ
ー

タ を構築 し、空 間 内 を 人 間が ど の よ うに 流動

す る の か を シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン す る こ とに よ り、モ デ ル 化

したポテ ン シ ャ ル 図にっ い て検討 して い く。

2．環境の ポ テ ン シ ャ ル 図

　　（そ の 1 ） で行 っ た 環 境記 号 と人 間行 動 の 関係性 の 分

析 に 基づ い て 、各環 境記 号 が 人 を ひ き つ け る度合い を、

平 面 図上 に モ デル 化す る。モ デル 化 し た図を環境の ポ テ

ン シ ャ ル 図 と呼 ぶ e

　 ひ き っ け る 度 合 い は 周 囲 の 環 境 記 号 との 相対 で 設 定 し、

周 囲 と比 較 し て 人 をひ き つ け る度合 い が 強 い 場 合 に は ＋

1 を、人 を 引 き離す度 合 い が 強 い 場 合 に は一 1 を 与 え る 。

目的地 は 必 ず 通 る領城と して設 定す る 。

2．1 寄 り道を しない 人 に と っ て の 環境

（1 ）質 的 環境

　寄 り道 を しな い 流 動 を す る人 の 環 境 ポ テ ン シ ャ ル 図 内

で は、目的 と し て い る 出 入 口 ま で の 経路 上 以 外 の 質的環

境 の 値 は 0 とす る。

（2 ）物理的 ・指標的環境

　平地 と、調査 対象 地 に 入 る 際 に 使 用 す る 出 入 口 付 近 の

蹴上 げの よ り低 い 方 の 階段 の 値 を ＋ 1 とす る。

　階段 は 、避けて 通 る 傾向に あ る た め、一とす る が、午

後 の 日 陰 と 階段 が 重 な る 時 に 見 られ る よ うに、日 陰ま で

少 し の 段 数 で あ れ ば 降 りる が、多くな れ ば降 りな い と い

う よ うに、主 体 か ら見 て 、段 数 が 増 え る ほ どに そ の 絶 対

値 は大 き くな る。

　 日陰の 領域内 は 十 1 とす る 。

（3 ）習慣的 ・法則的環境

　最終 目 的地を設定す る 。寄 り道 を し な い 流動 経 路 を た

どる人 は、最終 目的 の 出入 口 と無関係 の 環境記号 に は 影

響 され な い 。最終 目 的 の 出入 口 ま で の 経 路 上 の 環 境記 号

の みを表現す る。

　 （1 ）〜 （3 ） よ り図 1（a）に 寄 り道を しな い 人 に と っ て

の 環境 の ポ テ ン シ ャ ル 図 を示 す。

2．2寄 り道をする人 に とっ て の 環境

（1） 質的環境

　寄 り道 を す る流動 を す る 人 の 環 境 ポ テ ン シ ャ ル 図 内で

は、質的環境 の 値を＋ 1 とす る。

（2 ） 物理 的 ・指標 的環 境

　2．1 （2 ） と同様 に設 定す る．

（3 ）習慣的 ・
法則的 環境

　最終 目的 地 を設 定 す る。ま た、図に お け る 分類   の 流

動 を す る 人 は 、自分 の 都合に 合 っ た 質的環境 も目的地の

一
つ と し て 設定 され る。

　 〔1 ）〜 （3 ） よ り 図 1（b）に 寄 り道 を す る 人 に とっ て の

環 境 の ポ テ ン シ ャ ル 図 を示 す．

地 1

（a） 寄 り道 な し 1→2 　 　 　 （b）寄 り道 あ り 1 →2

　 　 　 図 1　 流 動分 類毎 ポテ ン シャ ル 図の 例

3．空 間 行 動 の モ デル 化

　2，にお け る環 境 の ポテ ン シ ャ ル 図に基 づ い て 、シ ミ ュ レ

ー
タ を構 築 し、空 間行 動 の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン を行 うc

　寄 り道 を し ない 流動 を す る 人 の 図 1 に お ける 1 → 2 も

し くは 2 →1 へ 向か う流動行動 の モ デ ル 化 す る。

3．1 シ ミ ュ レータ の構築

　シ ミ ュ レ ータ は、前 回 の 発 表 論文 1）で 構 築 した シ ミ ュ

レ ータ を修 正 した もの を用 い る 。 蹴 上 げの 低 い ほ うの 階

段 の 踏み 面の 長 さ に あ わせ た 1セ ル 25cm × 25cm 格 子 状の

セ ル 上 に、京都精華大学 の 平 面 図 か ら環 境 記 号 の 配 列 を

作成す る〔図 2）。環 境記 号 の 配 列 止を、目的地 、ス コ
ープ

（視野 ）移 動 方 向 を持 っ た 人 セ ル が 移 動 す る。

Basic　StUdy　on 　Modeling　ofHuman 　Behavior 　in　Urban！architectural 　Space　Part　2 　　　　　　　　 TOMITA 　Naoki，
KISO 　Kumiko ，　and 　MONNAI 　Teruyuki

一 899一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohrteotural エnstrtute 　 of 　 Japan

1
蹴
上

げ
の
低
い

階
段

校
舎
前
の

階

段

「

類
飄
鑞
灘
纛

鑞
壕

図 2　シ ミ ュ レ
ー

タ 空間

（1 ） エ
ージ ェ ン ト・

ス コ
ープの 定義

　シ ミ ュ レ
ータ空 間 の 上 を動 くセ ル を エ

ージ ェ ン ト と呼

び、目的地、移動方向、ス コ
ープ を定義す る（図 3）。

　ス コ
ープ は エ

ージ ェ ン トが 読み取 る情報 の 範囲の こ と

を 指 す。エ
ージ ェ ン トは 逐 次 ス コ

ープ 内 の 周辺 情報 を 読

み 取 り な が ら進 ん で い く。で き る だ け 目 的地 方 向 に 進 む

こ と を優先す る た め、前方 の ス コ
ープ が 大 き くな っ て い

る。図 5 中 a の 長 さは 変 更 で き る よ うに し た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 移動 方向
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図 3 エ ージ ェ ン ト ・ス コ ープ
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（2 ） 各ポ テ ン シ ャ ル の 値 の 定 義

2，に 基 づ い て ポテ ン シ ャ ル の 値 を次 の よ うに 設 定す る。
・質 的 環 境 ：池 の 縁 で 動 く鯉 （＋ 1 ／ 四 を 5 匹 設 定す る．
・物 理 的 ・指 標 的 環 境 ： 平 地 〔＋ ユ）、蹴 上 げの 低 い 階 段

（÷ 1 ）、日陰 （＋ 1 ）、校舎前の 階段 （一ユ／段 ）を設 定す る。
・
習慣的

・法 則的 環 境 ： 目的 地 （＋ 1） を設 定す る 。

（3 ） エ
ー

ジェ ン トの 歩の 進め方

　工
一ジ ェ ン トは 次の ル

ー
ル に 基 づ い て 歩 を進 め る。

  目的地の 方向を向く

  目的地 に 向 か うス コ
ープ 内 ポ テ ン シ ャ ル 値 を合 計す る。

  最 もポ テ ン シ ャ ル の 高い ス コ
ープ の 方 向 を 向き、隣接

セ ル （図の よ うに設定 ）の ポ テ ン シ ャ ル 値 を計 算す る。

  よ りポ テ ン シ ャ ル の 高い 値 の セ ル の 方 向 を 向 き、歩 を

進 め る。ポ テ ン シ ャ ル の 値 が 同 じ で あ る と きに は 、目 的

地 に 近 づ く 方の セ ル を選 択す る．

3．2 空間行 勤の シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン

　構築 し た シ ミ ュ レ
ータ を用い て 、空 間行動 の シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン を行 う。本 シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン の 目 的 は 設 定 した

変数 と空 間 行 動 の 関係性 を考察 し 、流動行動 の シ ミ ュ レ

ータ を 改良す る た め の 基 礎的 知 見 を得 る こ とで あ る．

（1 ） ス コ ープの 働 きに 関するシ ミ ュ レーシ ョ ン

　ス コ ープ の 大 き さが 10 セ ル の 場 合 と、50 セ ル の 場合 と

を比 較す る（図 4，5），
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（a ） 10セ ル 　 　 （b） 50セ ル 　 （a）

　 　 　 図 4　 1→2

　ス コ
ープ が 10 セ ル の 場合 は、50 セ ル の 場合 と比 較 して

ポ テ ン シ ャ ル 値 の 小 さな変化 に 反 応 し た 経路を とる 。ま

た、ス コ
ープ の 大きさに 関わ らず、平 地 の 広 が りの あ る

部分 で 経路に 変化 が 見 られ る。

（2 ） ポテ ン シ ャ ル 値の 変化 に 関する シ ミ ュ レーシ ョ ン

　 日陰の 範 囲 を 図 2 の 日 陰 2 に 変 更 し て 比 較す る。ス コ

ープ の 大 き さは 10セ ル お よ び 50 セ ル とす る （図 6，7）．
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　 　 　図 7　 2 → 1

（a） 10セ ル 　 　 （b） 50セ ル 　 （a） 10セル

　 　 　 図 6　 1 一ゆ 2

　 日陰 の 範 囲 が 広 く な り、2 → 1 の 場 合、池 側 の 平 地 寄

りの 経路 を とる よ うにな る。

4．まと め と課題

　 環 境 記 号 の モ デ ル 化 し、空 間 行 動 の 基 礎 的 な シ ミ ュ レ

ータ を構 築 した。今 後、各 変 数、エ ージ ェ ン トの 流 動 ル

ール を さ らに詳細 に検討 して い く。
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